
　

礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

藤原祐子　吉野晴道

横山菜月 

 主　日　礼　 拝 主　日　礼　 拝

来週の奉仕者
（２月１４日）

河島稜

日名洋
山本洋子
髙橋奈津江
西嵜孝之　　　　
楢村明子
浅野恵子
山本麻美
牧唯恵伝道師
西嵜真由美
西嵜芳栄
佐々木芽生
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　今年新年の抱負は「神様に信頼し、忍耐し、正しい道を求
める」と決めた。今まで進むべき、進みたい道を選ばずに、
本当は選びたくない日常を選び続けてきた。どうせよくなら
ないと心のどこかに迷いがあって、今すぐに楽なことを選ん
でしまい、一日一日なんとか「こなして」来た。
寂しくもあるけど、最悪友達もいるし、連休は一緒に過ごす
家族もいた。しかし、会社の友達は東京に移動になり、コロ
ナのせいで家族と会うことすらできなくなった。年末年始の
時は、本当に一人だな。。。と痛感した。けど、その寂しくて
悲しい時でさえも神様を選ぼうとしない自分がいた。今まで
は周りの人でごまかしてきた自分と神様との一対一の関係が
本当にできていないこと気づかされた大晦日だった。
　こんなにも願いもなく、神様と関係性も薄いので、目的を
もって忍耐するよりは何のためかはわからないけど兎に角我
慢していたと改めて気づいたので、今年は願って信じて正し
い道を選びたいと思った。神様の声だけを選び、信頼したと
きにどんな素晴らしい未来がやってくるか期待するように
なった。今がたとえ暗闇でも、この暗闇の中で神様が私の本
来の品性を取り戻してくださることを信じる。遅くても少し
ずつ確実に変えてくださり導いてくださる神様の手を感じ
る。こんな私を会社で大事な仕事を任せ、教会でも PAや通
訳などで用いる神様に感謝のかぎり。神様ともっと近くなる
一年にしたい。
「私たちはまだ見ていないものを望んでいるのですから、忍
耐して待ち望みます」
ローマ 8：25

　箴言5～11水 8金 10

「神は良いお方、だから私は諦めない！」
今年新年の抱負は「神様に信頼し、忍耐し、正しい道を求

める」と決めた。今まで進むべき、進みたい道を選ばずに、
本当は選びたくない日常を選び続けてきた。どうせよくなら
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　　青江理江　亀澤侑美

加藤優子

永井比和子 

　

三村伸行

那須澄雄

中島歩美

　　

（ ２０２１年１月３１日 ）
（要約者：岩崎祥誉）

誕生者のお祝い

チャーチミーティング

黙示録　福澤師

　今週は先週から入った箴言 (5 章～ 11章 ) を読み進めてい
きましょう。先週の箴言 1章 7節に「主を恐れることは知識
の初めである。愚か者は知恵と訓戒をさげすむ。」とありまし
たが、今週の 9章 10 節にもよくにた御言葉「主を恐れるこ
とは～」があります。「主を恐れること」とはどういうことで
しょうか？「恐れる」という単語を見ると、神様に対して恐
怖心を抱くという様にとらえてしまうかもしれません。しか
し、私達をただ愛と恵みによって救ってくださった方に恐怖
心を抱くのはおかしいと感じるでしょう。「主を恐れる」とは
私達を愛しているがゆえに救い出して下さった、この世界の
創造主である神様が絶対的主権者であることを認め、畏れを
もってひれ伏し、全く服従することです。それが、人間の真
のあるべき姿であり、この事を知り認めることが、人間の生
きていく上での基本的な事柄だと言っています。この章では、
「愚かな女は」と出てきますが、この「愚かな」とは知能指数
が低い者という意味ではなく、その絶対的主権者である神様
の事を知ろうとしない者という意味です。知ろうとしないと
いう事は神様が与えて下さる知恵も訓戒も受け取らず、進歩
も成長もしないという事です。神様の絶対的主権を知り、認
めて祈りましょう。私達を造って全てを知ってくれている神
様が、ひかり輝く完璧な姿に私達が戻るように知恵を与えて
下さいます。

牧　一穂　牧師
牧唯恵伝道師

行司佳世伝道師
浅野恵子
大宮東子　

    ３日　下見嶺奈
    ３日　牧李香
　４日　近藤帆風
　　　　實金史恩
　　　　大澤正嗣
　　　　

　    ６日　佐々木芽生　
　    ７日    青江理江美
     　　   　亀澤侑美
    １２日　三村伸行
    １３日　全本みどり
　
　

１３日　小根久保伸彦
１４日　加藤優子
１５日　佐々木亜弥
１６日　西嵜芳栄
１９日　那須澄雄

２０日　新開晶子
２１日　永井比和子
　　　　太田幸子
２２日　舛田幸恵
２３日　山本麻美　　　　
　　　　

２４日　藤原大靖　　
２５日　藤原祐子
　　　　吉野晴道
２９日　山本信子

　　　　
　

２月の誕生者
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李雋英

聖餐礼拝
スモールファミリー 

 昔、あるアジアの国に干ばつが起こりました。どんどん食糧も
枯渇し非常事態になる中、クリスチャンたちが集まって、雨が降
るように祈ることになりました。ところが、この時、牧師先生は
集まった人々を見て「祈り会をやめよう」と言ったのです。その
理由は集まった人々が信じていないからだというものでした。来
た人々は誰も傘を持っていなかったのです。頭では「降るだろう」
と信じていました。でももう一つの心では「大干ばつだから降ら
ない」と思っていたのです。
私たちが日常生活を行っていると様々な問題が起こりますが、乗
り越えられない壁はありません。しかし、一つ乗り越えられない
ものがあります。それはなんでしょうか。
私たちはそれぞれが「自分の考え」を持っています。それを正し
いと思っていますが、今一度、自分がもっている考えがどれほど
のものなのか考える必要があります。私たちは自分のことが分
かっているようで、実は分かっていないからです。その 1 番の敵
が「自分の考え」なのです。

ここには「悪口」「悪魔に立ち向かう」「高ぶり」など様々なこと
が出てきますが、あなたはどこが気になるでしょうか。そして「 
あなたがたは、苦しみなさい。悲しみなさい。泣きなさい。あな
たがたの笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えなさい。」（ヤコ４：９）
とあります。これはどういうことでしょうか。
私たちは生きていると「何をやってもうまくいかない」「先が見
えない」「道が開けない」そんなことがきっとあると思います。
それでも神様を信じる私たちの心には、やり遂げようとする情熱
や「必ずよくなる」と信じる気持ちがあり、そのことに「疑い」
はないはずです。だけど現実は違うのです。こんな風に私たちの
状況が苦しくなっていく時、自分の中にある「ある心」が見えて
きます。それは「二心」です。頭ではわかっています。でもそん
なとき「自分」が出てくるのです。
また、ヤコブ書には「神になんでも祈りなさい」と書かれています。
しかし「二心のある人は聞かれると思ってはいけない」とも書か
れています。「心では思っている、でも行動は違う」二心のある
人の人生はこんな感じです。だから実際に恵が降ってくると私た
ちは困るのです。私たちは兎角、本当に祈りが聞かれるとうまく
いかなくなります。なぜならそれを受け取る準備ができていない
からです。あなたは準備ができていますか？だから、もし今、う
まくいかないとすれば、その理由は「自分自身」にあるのです。
でも、私たちは自分自身の問題には目を向けず誰かのせいでこう
なっていると「人のせい」にしてしまっているのです。
 「神は、さらに豊かな恵みを与えてくださいます。ですから、こ
う言われています。「神は、高ぶる者を退け、へりくだる者に恵
みをお授けになる。」（ヤコ４：６）おごり高ぶりは「自分は悪く
ない」という思いを与え続けます。逆に「こんな私はダメ・ムリ」
これもおごり高ぶりです。結局自分を変えようとしないことが「お
ごり」なのです。
私たちは何も自分では調整できません。にもかかわらず、自分の
考えは「こうだ」と思い、何かができると信じて人を見下してい
るのだとしたら、それはとても愚かなことです。だから「悲しめ」
と言われているのです。自分ではできないとわかれば助けを求め
られます。こうして、私たちは、問題の中を通る時、自分が少し
ずつ変わっていくのです。
「 聞きなさい。「きょうか、あす、これこれの町に行き、そこに
一年いて、商売をして、もうけよう」と言う人たち。あなたがた
には、あすのことはわからないのです。」（ヤコ４：13、14）
「まだ〇年ある」と私たちは思いますが、明日はわかりません。
だから私たちは与えられた齢を全うする以外ありません。そして
私たちがその御心に生きて、物事を成し遂げていくと何かが起こ
るのです。
カリフォルニア大学で行われた研究にこんなものがあります。病
院の心臓病患者をＡ群Ｂ群の２つに分け、コンピュータで無作為
にクリスチャンを選び、双方に調査をしていることは言わず、A
群にはとにかく毎日祈る、B 群に対しては祈らないという実験を
してみました。すると軒並みＡ群のほうがその後が良好だったと
いう結果が報告されているのです。祈りには力があります。そし
てあなたのためにも祈ってくれている人がいるのです。どれ程の
人があなたの事を思っているか知っていますか？たくさんの人が

あなたのために戦ってくれているのです。戦わないのは自分で
す。それでも私たちの人生はうまくいっています。「うまくいっ
ている」とは、私たちが「人格者になっている」ということです。
神様は私たちの願いを聞きたいのです。だから大切なのはあな
たの願いと思いが叶えられた時、私たちがそれを受け取る「手」
があるかどうかなのです。それゆえ自分を清めなさいと言われ
ています。私たちの心に二心があるうちは次のステップには進
めません。「私たちの本質をつくり変えたい」これが神様の願い
です。二心は私たちに与えられようとする恵みを全てとられて
しまいます。だから私たちは神様にすべてを祈る必要がありま
す。

旧約聖書を見てみると人々は神様に色々と訴えています。でも
神様はそれを退けてはいません。だからすべてのことを祈れば
よいのです。文句でもいいのです。願いばかりいうのではだめ
です。祈りはきれいごとではありません。時にはすべてを失う
こともあるでしょう。自信ややる気を失いもうだめだと思うこ
ともあるでしょう。でもそれでよいのです。あなたの二心が目
立つからです。

被害者意識には問題を変化させない力があります。私たちはい
つも周りの人に被害者意識をもっています。「あいつのせいでこ
うなった・・・」人のせいです。二心を捨てないと決してよく
はなりません。自分は間違っていないという「自己義」をもつ
ということは自分を「神」にしているということです。私たち
は決して神にはなれません。神にはなれませんが「神対応」を
学ぶべきです。あなたが神様にしてもらったように、その問題
を一緒に解決していくということです。これは強い意志が必要
です。私たちは「ここさえすればよくなるということ」がなか
なかできません。人から見ればそんなに難しいことではありま
せんが、その人にとっては選べないことなのです。そして選ば
なかった後、どうするかが大切です。ペテロも選べず失敗しま
した。でもその後変わったのです。強い決意をもつべきなのは
当事者ではなく、そこに一緒に立ち向かう人なのです。私たち
は相手に強い決意をもつように言いたいものです。でも強いあ
きらめない信念は、それが簡単にできると思っているあなたが
もつべきなのです。神様は、あなたができるからあなたに任せ
ているのです。

これが家族の恵です。「人はすべて乗り越えられる。しかしあな
たの考え方は乗り越えることができない。」
あなたがそう考えているうちは変わりません。あなたが忠実に
向き合わない限り環境が変わることはないのです。「その人が変
わればいい」と思っているうちは、あなたの現状は悪くなる一
方です。神様はあなた自身の人格が変わることを願っているか
らです。今日知りましょう。私たち自身が変わる必要があるの
です。

「二心の者」   
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤコブ４：６～１７

　　　

被害者意識の解放

ヤコブ４：６～１７から

強い決意によって去る

神様にすべてを祈る

さいごに
私たちが祈れば神様に届きます。そしてそのプロセスの中で
神様が行うことは私たちの心の中にできた別の間違った思い
を取ることです。私たちが願ったことを受け取っていいよう
に、それによって私たち自身があふれるように、それを失わ
ないようにするために、あなたとあなたのまわりにいる人を
変えようとしています。だから今、私たちの前にある現状が
たとえマイナスでも、もっと悪くなったとしても、それを感
謝することが大切です。それを通して、私たちが祝福され、
本質に戻り、神の前に近づけるからです。神様の前に近づけ
た人の奇跡は、私たちの願いよりももっと大きく、私たちの
知らない世界にまで大きく影響を及ぼすからです。だからこ
そ、今すべての思いを神様にゆだね、二心を捨てましょう。
そして神様が与えてくださろうとしている恵みを受け取るた
めに、自分を変える決断をし、備えていきましょう。

私たちが祈れば神様に届きます。そしてそのプロセスの中で
神様が行うことは私たちの心の中にできた別の間違った思い
を取ることです。私たちが願ったことを受け取っていいよう
に、それによって私たち自身があふれるように、それを失わ
ないようにするために、あなたとあなたのまわりにいる人を
変えようとしています。だから今、私たちの前にある現状が
たとえマイナスでも、もっと悪くなったとしても、それを感
謝することが大切です。それを通して、私たちが祝福され、
本質に戻り、神の前に近づけるからです。神様の前に近づけ
た人の奇跡は、私たちの願いよりももっと大きく、私たちの
知らない世界にまで大きく影響を及ぼすからです。だからこ
そ、今すべての思いを神様にゆだね、二心を捨てましょう。
そして神様が与えてくださろうとしている恵みを受け取るた
めに、自分を変える決断をし、備えていきましょう。
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